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その結果，接着剤塗布量は 1m2あたり 400g とし，
試験体を作製してから恒温恒湿室で 4日間養生した後に
強度試験を行うことにした。

















































































ひとつとして，竹製の PSL（PSL : Parallel Strand
Lumber）の強度について検討した。
竹 PSLは，全般的にスギ材よりもやや強度は劣るが
粘り強く，一定の形状に成形できることや強度特性のば
らつきを小さくできると考えられるので，部材としては
竹素材にはない優れた特徴を持つと考える。
接合部がある曲げでは，接合部が外側にある場合（以
下，「接合（外側）」），圧縮応力が作用する側の接合部の
影響は小さいが，引張り応力が作用する側の外側にある
接合部が引張りに弱いので，強さ・最大荷重・曲げヤン
グ率を顕著に低下させる。一方，接合部が内側にある場
合（以下，「接合（内側）」），引張り応力が作用する側の
外側に接合部がないので，接合部の影響は比較的小さ
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い。また，中実の場合，接合（外側）と接合（内側）の
強さが等しくなる強さは接合部がない場合のおよそ
73% となった。一方，中空の場合，接合（外側）と接
合（内側）の強さが等しくなる強さは接合部がない場合
のおよそ 87%となった。
竹マットの接合部を階段状にずらして分散させ長い竹
PSLを作製する場合には，接合部の間隔は LVLと同様
30倍以上離すことが必要であることがわかった。また，
巻き芯に接合部を設ける必要がある場合には，竹マット
の接合部と同一断面に存在しないようにし，できるだけ
離すことが望ましいことがわかった。
審査報告概要
竹は，木材と同様で再生可能な資源で成長が木材より
も早い。また，構造用材料としての木材の代替材として
期待できる性質や蓄積量があるが十分活用されていな
い。ベトナムではそのままの形での利用がほとんどで加
工程度が低い。そこで本論文では，ひご状の竹をすだれ
状に編み上げてマット状にしたものに接着剤を塗布して
断面が円形あるいは角形になるように巻き，竹製
Parallel Strand Lumber（PSL）を作製し，その強度特
性を調べて構造用軸材料の開発への基礎資料を得ること
を目的とした。その結果，竹 PSLは全般的にスギ材よ
りもやや強度は劣るものの粘り強かった。PSLとする
ことで一定の形状に成形でき強度のばらつきが小さくで
きるので竹素材と比べて優れている。PSLを縦につな
ぐ接合部がある場合も検討したところ，接合部の位置に
よっては強度が大きく低下するが，曲げ荷重によって引
張応力が生じるところに接合部がない場合の強度低下は
小さく，接合部の位置や巻き数を工夫すると接合部のな
い場合の約 7割になることがわかった。本研究では，竹
PSLをはじめて作り，製造方法の検討と強度特性を明
らかにし，新たな知見を得ることができた。
よって，審査員一同は博士（林学）の学位を授与する
価値があると判断した。
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